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組立て前に必ずよくお読み下さい。

ご準備頂くもの
・ プ ラ ス ( ＋ ) ド ラ イ バ ー 
・ は さ み、またはカッターナイフ 
・ 少し大きめのダンボール、またはや わ ら か い 布 ( タオルや布団等 ) 
　

次の部品や小物を使用する場合は、必ず下記の要領を守って正しく組立てて下さい。

○ボンド・ダボ（接着について） 

このボンドマークがあるところでは、 
下記のようにボンドを使用します。 

ダボ穴に 
ボンドを垂らし、 
ダボを 
その上から 
差し込む。 

ダボに直接 
ボンドを垂らし、 

穴の部分を 
かぶせて取り付ける。 

※ 組 み 立 て 時 の 注 意 

・ 安 全 に 組 み 立 て る た め に 2 人 以 上 で の 組 立 を お 勧 め し ま す 。 

・ 組 み 立 て は 平 ら な 場 所 で 、 床 な ど に 傷 が つ か な い よ う に ダ ン ボ ー ル や 柔 ら か い 布 等 を 敷 い て 行 っ て く だ さ い 。 

・ 最 初 は ゆ る め に 組 ん で お き 、 最 後 に 全 体 の バ ラ ン ス を 見 な が ら し っ か り と ネ ジ を 締 め て く だ さ い 。 

・ 部 品 は 正 確 に 取 り 付 け て く だ さ い 。 
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①カムロック(受け)を穴に入れます 

②カムロック(ボルト)を(受け)が 

　 入ってる 箇所に差し込みます。 

③カムロック(受け)をドライバーで 

　 135°～180°回してください。 

○カムロック受け・固定方法 

引出し付120cm幅　書棚

ETD-120
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部品明細

背板ストッパー×12

必要な工具

ゴムハンマー

ドライバー

ネジ大×56 木ダボ×12ネジ小×30

カムロック受け小×12 カムロック受け大×12 引出ストッパー×6 取っ手×3

取っ手用ネジ×6 転倒防止バンド×2 バンド用ネジ×2

カムロックボルト×24棚ダボ×72

プラスチック
ランナー×6

ネジ隠しシール×16

ボンド×1

● ご購入直後は、木材のにおいを感じる場合があります。組み立て時や設置直後は、特にお部屋の換気を十分に行って下さい。
● 寒い冬場や暑い夏場に冷暖房を使う場合は、こまめな換気を心がけて下さい。
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図のように、パーツ①②⑨、⑥2枚、⑦2枚、㉑2枚に木ダボをボンドを使って
取り付けます。　　　

パーツ③⑤、⑩3枚に、カムロックボルトを図のように取り付けます。

続けてパーツ⑥両面、①②にの図の箇所に、
プラスチックランナーをハンマーを使いしっかりと
図のように取り付けます。

プラスチックランナーをネジ小で固定します。
（各ランナーのネジ取付け箇所にご注意ください）
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カムロックボルトカムロックボルトカムロックボルト

木ダボ

ボンド

ｘ2 ｘ2 ｘ2

ｘ2 ｘ2

※Ａ ※Ａ
※Ｂ

※Ｂ

※Ｂ

※Ｂ※両面に ※両面に

プラスチック
ランナー
プラスチック
ランナー
プラスチック
ランナー

ネジ小ネジ小ネジ小

ネジ小ネジ小ネジ小

1番目の穴に1番目の穴に1番目の穴に

2番目の穴に2番目の穴に2番目の穴に



パーツ⑩に、カムロック受け小を取り付けた⑪⑫を
カムロックボルトにあわせて組み合わせます。（3台作成します）

組み立てたパーツに⑭を溝にあわせてしっかりと
差し込みます。（3台作成します）

続けてパーツ⑬をネジ大を使い図のように組み合わせます。
（3台作成します）

パーツ⑩に取っ手を取っ手用ネジを使い図のように取り付けます。
（3台作成します）
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ｘ3ｘ3

カムロック受けは、三角の目印が
穴の開いている向きに来るように
取り付けます。

ドライバーでカムロック受けを
時計回りに締めて固定します。

カムロック受け小カムロック受け小カムロック受け小

前

ｘ3 ｘ3

前

上

前

ネジ大ネジ大ネジ大

取っ手取っ手取っ手

取っ手用ネジ取っ手用ネジ取っ手用ネジ



パーツ⑥に、⑤をネジ大を使い、図のように組み合わせます。 続けて、⑤に⑦を木ダボとボンドを使い、図のように組み合わせます。

パーツ⑯を溝にあわせてしっかりと図のように差し込みます。 パーツ④をネジ大を使い、図のように組み合わせます。
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図のようにパーツ④に、⑨をボンドを使い、組み合わせ、
⑯を溝にあわせてしっかりと差し込みます。

続けて、①②をネジ大を使い、図のように組み合わせます。

本体を起こし、パーツ⑮を溝にあわせてしっかりと
図のように差し込みます。

続けて、パーツ⑲と⑳をネジ大を使い、図のように組み合わせます。

H2851 

12 13

1514

上 前

上

前

上

前

上

前

ボンドボンドボンド

ネジ大ネジ大ネジ大

ネジ大ネジ大ネジ大

ネジ大ネジ大ネジ大



続けてパーツ㉑を、⑲にボンドを使い組み合わせます。 ⑰をネジ大を使い、図のように⑲の両端に組み合わせます。

パーツ㉓を溝にあわせてしっかりと図のように差し込みます。 続けて、パーツ③と⑱をネジ大を使い、図のように組み合わせます。
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図のように
工程14で組み上げた本体の両端内側にカムロック受け大を取り付け、
工程19で組み上げた棚とカムロックボルトにあわせて組み合わせます。

背板の隙間に背板ストッパーを差込み、ネジ小で取り付けます。
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カムロック受けは、三角の目印がカムロック受けは、三角の目印がカムロック受けは、三角の目印が

穴の開いている向きに来るように穴の開いている向きに来るように穴の開いている向きに来るように

取り付けます。取り付けます。取り付けます。

ドライバーでカムロック受けを
時計回りに締めて固定します。

ボンドボンドボンド

カムロック
受け大
カムロック
受け大
カムロック
受け大

上

前

背板
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背板
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本体内側に棚ダボをお好みの位置に取り付けていきます。 棚ダボを取り付けた箇所にパーツ⑧㉒をのせていきます。
更に作成しておいた引出を取り付け、図のように内側に
引出ストッパーを取り付けます。
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転倒防止のために、天板に転倒防止バンドをバンド用ネジを使い取り付け、
壁に固定させます。

最後にネジ穴部分に　　　
ネジ隠しシールを貼って完成です。
お疲れさまでした！
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24

上 

前 

ネジ隠しシールネジ隠しシール

※背面 ※壁面※壁面

各壁の素材に合った
ネジをお使い下さい。


